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1990年代以来，インターネット通信と情報技術
の飛躍的な発展に伴い，インターネットは世界中
で急速に普及してきた．それと同時に，全く新し
いビジネスモデルとして生まれた eコマースは
ユーザーのニーズを満たすと共に，販売者のため
により広いマーケットを提供することが期待され
ている．
情報の流れ，資金の流れ，商品の流れ並びにそ
のお互いの融合を含む eコマースにおいて，販売
者と消費者双方が最も関心を寄せるのが資金の流
れであろう．現在，eコマースの更なる発展の妨
げとなる支払い方法の問題を如何に解決するかは
新しい研究課題となっている．そのなかで，サー
ドパーティ決済サービスは eコマースの支払い問
題を解決する有効な手段として現れてきた．
本研究の目的は，アメリカを代表する「Paypal」 
など他のサードパーティ決済サービスモデルと中
国最大級のモデル「支付宝（アリペイ）」とを比較
して，その相違点を明らかにしたうえで，今日の
中国サードパーティ決済サービス方法に存在する
問題を明らかにして，改善措置について提言する
ことである．
本研究はサードパーティ決済サービスを研究内
容としている．まず，第三者ペイメントの理論的
基礎を分析したうえ，支払いのための安全技術，
営利モデルなどの面から，国内外の典型的サード
パーティ決済サービス「Paypal」と「アリペイ」
の成功モデルの比較研究を行う．ネット決済の安
全技術とその基本的プロセスにおいて，中国は既
に自国に適したモデルを見出している．しかしな
がら，ネット決済とロイヤリティシステムの構築
と政府の立法などは，やはり「Paypal」の経験を
参考にするところがあると考えられる．以上の考
察をもとに，本論は，中国に適したサードパー
ティ決済サービス手段の確立に向け，金融管理問
題，マーケットアクセス・メカニズムなどから中
国におけるサードパーティ決済サービスの現状を
再検討し，具体的対策を講じている．
ネット決済の発展は eコマース過程における資
金の流れをスムーズにし，eコマース発展の決済
のボトルネックを解決したと言われている．中国
の決済業界は eコマースの急激な発展におり，飛
躍的に変化した．中国のサードパーティ決済サー
ビス・プラットフォームは決済業界の中堅とし
て，中国eコマースの発展に推進することに対し，
回避できない責任がある．国際投資機関は将来の
インターネットビジネスチャンスを中国に位置づ
けている．この中で，中国国情に一致するネット
決済方法を発展することが極めて重要である点を
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述べた．
本研究は米国では典型的な決済方法― Paypal
モデル―を分析した．Paypalモデルは米国の成熟
した政策環境や完全な信用システムを前提として
実現された．そのため，このようなモデルは中国
で応用され難く，Paypalモデルの中国現地化には
困難がある．アリペイモデルは現在の中国で比較
的成功したサードパーティ決済サービスモデルで
あり，それは中国の人々の消費習慣によって調整
されてきた．但し，中国ではネット決済について，
安全技術問題，商業管理標準問題，金融監督問題，
法律問題などの多くの真空地帯があり，とりわけ
立法の不足が深刻である．この点で，中国政府は
米国の成功的なモデルを積極的に参考すべきであ
ると指摘した．　
中国サードパーティ決済サービスのモデルは初
歩的に形成されている．但し，中国のサードパー
ティ決済サービス・プラットフォームが提供した
のは均質化の支払いサービスであり，決済市場の
無秩序の競争やシステム安全上のリスクや不健全
な法律法規制度を完備していない，Paypalの標準
化支払いと深大な差がある．金融監督，市場規範，
法規の確立などの点で，更に改善される必要があ
り，将来世界の eコマース競争の主な戦場になる
中国では，中国の国情に一致するサードパーティ
決済サービス方法を発展させなければならない点
を明らかにした．
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